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別 記 ９  

 

不 活 性 ガ ス 消 火 設 備 の 技 術 上 に 関 す る 基 準  

 

１  全 域 放 出 方 式 の 不 活 性 ガ ス 消 火 設 備 の 噴 射 ヘ ッ ド を 設 け る 部 分  

 の 構 造 は ， 次 に 定 め る と こ ろ に よ る こ と 。   

 (1) 不 燃 材 料 で 造 っ た 壁 ， 柱 ， 床 ， は り 又 は 屋 根 （ 天 井 が あ る 場  

  合 に あ っ て は ， 天 井 ） に よ り 区 画 さ れ ， か つ ， 開 口 部 に 自 動 閉  

  鎖 装 置 （ 防 火 設 備 又 は 不 燃 材 料 で 造 っ た 戸 で 不 活 性 ガ ス 消 火 剤  

  が 放 射 さ れ る 直 前 に 開 口 部 を 自 動 的 に 閉 鎖 す る 装 置 を い う 。 以  

  下 同 じ 。 ） を 設 け る こ と 。 た だ し ， 当 該 部 分 か ら 外 部 に 漏 れ る  

  量 以 上 の 量 の 消 火 剤 を 有 効 に 追 加 し て 放 出 す る こ と が で き る と  

  き は ， 当 該 開 口 部 の 自 動 閉 鎖 装 置 を 設 け な い こ と が で き る 。  

  （ 当 該 区 画 部 分 を 「 防 護 区 画 」 と い う 。 以 下 同 じ 。 ）   

 (2) 防 護 区 画 に 設 け る 開 口 部 は ， 次 に 定 め る と こ ろ に よ る こ と 。   

  ア  二 酸 化 炭 素 を 放 射 す る も の に あ っ て は ， 次 の （ ア ） か ら  

   （ ウ ） に 定 め る と こ ろ に よ る こ と 。   

   (ｱ) 階 段 室 ， 非 常 用 エ レ ベ ー タ ー の 乗 降 ロ ビ ー そ の 他 こ れ ら  

    に 類 す る 場 所 に 面 し て 設 け て は な ら な い こ と 。   

   (ｲ) 床 面 か ら の 高 さ が 階 高 の ３ 分 の ２ 以 下 の 位 置 に あ る 開 口  

    部 で ， 放 射 し た 消 火 剤 の 流 失 に よ り 消 火 効 果 を 減 ず る お そ  

    れ の あ る も の 又 は 保 安 上 の 危 険 が あ る も の に は ， 消 火 剤 放  

    射 前 に 閉 鎖 で き る 自 動 閉 鎖 装 置 を 設 け る こ と 。   

   (ｳ) 自 動 閉 鎖 装 置 を 設 け な い 開 口 部 の 面 積 の 合 計 の 数 値 は ，   

    防 護 区 画 の 体 積 の 数 値 又 は 囲 壁 面 積 （ 防 護 区 画 の 壁 ， 床 及  

    び 天 井 又 は 屋 根 の 面 積 の 合 計 を い う 。 ） の 数 値 の う ち い ず  

    れ か 小 さ い 方 の 数 値 の １ ０ ％ 以 下 で あ る こ と 。   

  イ  窒 素 ， Ｉ Ｇ ― ５ ５ （ 窒 素 と ア ル ゴ ン と の 容 量 比 が ５ ０ 対 ５  

   ０ の 混 合 物 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 又 は Ｉ Ｇ ― ５ ４ １ （ 窒 素 と  

   ア ル ゴ ン と 二 酸 化 炭 素 と の 容 量 比 が ５ ２ 対 ４ ０ 対 ８ の 混 合 物  

   を い う 。 以 下 同 じ 。 ） を 放 射 す る も の の 開 口 部 に あ っ て は ，  
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   消 火 剤 放 射 前 に 閉 鎖 で き る 自 動 閉 鎖 装 置 を 設 け る こ と 。   

  ウ  防 護 区 画 の 避 難 上 主 要 な 扉 は ， 避 難 の 方 向 に 開 く こ と が で  

   き る 自 動 閉 鎖 装 置 付 で ， か つ ， 放 出 さ れ た 消 火 剤 が 漏 洩 し な  

   い 構 造 の も の と す る こ と 。   

  エ  防 護 区 画 の 自 動 閉 鎖 装 置 に ガ ス 圧 を 用 い る 場 合 は ， 起 動 用  

   ガ ス 容 器 の ガ ス を 用 い な い こ と 。   

 (3) 防 護 区 画 は ， ２ 以 上 の 居 室 等 に ま た が ら な い こ と 。 た だ し ，  

  次 の ア か ら ウ ま で に 該 当 す る も の は ， 同 一 の 防 護 区 画 と し て 取  

  り 扱 う こ と が で き る 。   

  ア  他 の 消 火 設 備 の 設 置 又 は 有 効 範 囲 内 の 部 分 と す る こ と が ，  

   構 造 上 困 難 で あ る こ と 。   

  イ  廊 下 ， 休 憩 室 等 の 用 に 供 さ れ て い な い こ と 。   

  ウ  主 た る 部 分 と 同 一 の 防 護 区 画 と す る こ と に ， 構 造 及 び 機 能  

   か ら し て 妥 当 性 が あ る こ と 。   

 (4) 防 護 区 画 内 に は ， 避 難 の 方 向 を 示 す 誘 導 灯 及 び 出 入 口 を 示 す   

  誘 導 灯 を ， 施 行 規 則 第 ２ ８ 条 の ３ の 規 定 に よ り 設 け る こ と 。 た  

  だ し ， 非 常 照 明 が 設 置 さ れ て い る な ど 十 分 な 照 明 が 確 保 さ れ て  

  い る 場 合 に あ っ て は ， 誘 導 標 識 に よ る こ と が で き る 。   

 (5) 防 護 区 画 に は ， ２ 方 向 避 難 が 確 保 で き る よ う に 相 反 す る 位 置  

  に ２ 以 上 の 避 難 口 を ， 当 該 防 護 区 画 の 各 部 分 か ら １ の 避 難 口 に  

  至 る 歩 行 距 離 が ３ ０ ｍ 以 下 と な る よ う に 設 け る こ と 。 た だ し ，  

  防 護 区 画 内 の す べ て の 部 分 か ら 避 難 口 の 位 置 が 容 易 に 確 認 で  

  き ， か つ ， 避 難 口 ま で の 歩 行 距 離 が ３ ０ ｍ 以 下 で あ る 場 合 は こ  

  の 限 り で な い 。   

２  噴 射 ヘ ッ ド は ， 次 に 定 め る と こ ろ に よ り 設 け る こ と 。   

 (1) 全 域 放 出 方 式 に あ っ て は ， 次 の ア か ら オ に 定 め る と こ ろ に よ  

  る こ と 。   

  ア  放 射 さ れ た 消 火 剤 が 防 護 区 画 の 全 域 に 均 一 に ， か つ ， 速 や  

   か に 拡 散 す る こ と が で き る よ う に 設 け る こ と 。   
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  イ  二 酸 化 炭 素 を 放 射 す る も の に あ っ て は ， ３ （ １ ） ア に 定 め  

   る 消 火 剤 の 量 を １ 分 以 内 に 放 射 で き る も の で あ る こ と 。   

  ウ  窒 素 ， Ｉ Ｇ ― ５ ５ 又 は Ｉ Ｇ ― ５ ４ １ を 放 射 す る も の に あ っ  

   て は ， ３ （ １ ） イ に 定 め る 消 火 剤 の 量 の １ ０ 分 の ９ の 量 以 上  

   の 量 を １ 分 以 内 に 放 射 で き る も の で あ る こ と 。   

  エ  噴 射 ヘ ッ ド の 放 射 圧 力 は ， 次 の （ ア ） 又 は （ イ ） に 定 め る  

   と こ ろ に よ る こ と 。   

   (ｱ) 二 酸 化 炭 素 を 放 射 す る 不 活 性 ガ ス 消 火 設 備 の う ち ， 高 圧  

    式 の も の （ 二 酸 化 炭 素 が 常 温 で 容 器 に 貯 蔵 さ れ て い る も の  

    を い う 。 以 下 同 じ 。 ） に あ っ て は １ .４ MPa 以 上 ， 低 圧 式  

    の も の （ 二 酸 化 炭 素 が 零 下 １ ８ ℃ 以 下 の 温 度 で 容 器 に 貯 蔵  

    さ れ て い る も の を い う 。 以 下 同 じ 。 ） に あ っ て は ０ .９ MPa 

    以 上 で あ る こ と 。   

   (ｲ) 窒 素 ， Ｉ Ｇ ― ５ ５ 又 は Ｉ Ｇ ― ５ ４ １ を 放 射 す る 不 活 性 ガ  

    ス 消 火 設 備 に あ っ て は １ .９ MPa 以 上 で あ る こ と 。   

  オ  消 防 庁 長 官 が 定 め る 基 準 に 適 合 す る も の で あ り ， 努 め て 登  

   録 認 定 機 関 の 認 定 品 と す る こ と 。   

 (2) 局 所 放 出 方 式 に あ っ て は ， （ １ ） エ （ ア ） 及 び オ の 規 定 の 例  

  に よ る ほ か ， 次 に 定 め る と こ ろ に よ る こ と 。   

  ア  防 護 対 象 物 （ 当 該 消 火 設 備 に よ っ て 消 火 す べ き 製 造 所 等 の  

   建 築 物 そ の 他 の 工 作 物 及 び 危 険 物 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） の す  

   べ て の 表 面 が い ず れ か の 噴 射 ヘ ッ ド の 有 効 射 程 内 に あ る よ う  

   に 設 け る こ と 。   

  イ  消 火 剤 の 放 射 に よ っ て 危 険 物 が 飛 び 散 ら な い 箇 所 に 設 け る  

   こ と 。   

  ウ  ３ （ ２ ） ア 又 は イ に 定 め る 消 火 剤 の 量 を ３ ０ 秒 以 内 に 放 射  

   で き る も の で あ る こ と 。   

 (3) 全 域 放 出 方 式 及 び 局 所 放 出 方 式 に あ っ て は ， 危 規 則 第 ３ ３ 条  

  第 １ 項 第 １ 号 に 掲 げ る 製 造 所 及 び 一 般 取 扱 所 の タ ン ク で ， 引 火  

  点 が ２ １ ℃ 未 満 の 危 険 物 を 貯 蔵 し ， 又 は 取 り 扱 う も の に 不 活 性  
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  ガ ス 消 火 設 備 を 設 け る 場 合 に あ っ て は ， そ の 放 射 能 力 範 囲 が ，  

  当 該 タ ン ク の ポ ン プ 設 備 ， 注 入 口 及 び 払 出 口 （ 以 下 「 ポ ン プ 設  

  備 等 」 と い う 。 ） を 包 含 す る よ う に 設 け る こ と 。   

３  不 活 性 ガ ス 消 火 剤 の 貯 蔵 容 器 （ 以 下 「 貯 蔵 容 器 」 と い う 。 ） に  

 貯 蔵 す る 消 火 剤 の 量 は ， 次 に 定 め る と こ ろ に よ り 設 け る こ と 。   

 (1) 全 域 放 出 方 式 の 不 活 性 ガ ス 消 火 設 備 に あ っ て は ， 次 に 定 め る  

  と こ ろ に よ る こ と 。   

  ア  二 酸 化 炭 素 を 放 射 す る も の に あ っ て は ， 次 の （ ア ） 及 び  

   （ イ ） に 定 め る と こ ろ に よ り 算 出 さ れ た 量 に ， 防 護 区 画 内 に  

   お い て 貯 蔵 し ， 又 は 取 り 扱 う 危 険 物 の 種 類 に 応 じ ， 別 表 第 １  

   に 定 め る 係 数 （ 同 表 に 掲 げ る 危 険 物 以 外 の 危 険 物 及 び 同 表 に  

   お い て 係 数 を 定 め て い る 危 険 物 以 外 の 危 険 物 に あ っ て は ， 別  

   表 第 ２ に 定 め る 方 法 に よ り 算 出 し た 係 数 。 以 下 同 じ 。 ） を 乗  

   じ て 得 た 量 以 上 の 量 と す る こ と 。   

   (ｱ) 次 の 表 の 左 欄 に 掲 げ る 防 護 区 画 の 体 積 （ 不 燃 材 料 で 造 ら  

    れ ， 固 定 さ れ た 気 密 構 造 体 が 存 す る 場 合 に は ， 当 該 構 造 体  

    の 体 積 を 減 じ た 体 積 。 以 下 同 じ 。 ） １ m３ 当 た り ， 同 表 中  

    欄 に 掲 げ る 量 の 割 合 で 計 算 し た 量 。 た だ し ， そ の 量 が 同 表  

    右 欄 に 掲 げ る 量 未 満 の 量 と な る 場 合 に お い て は ， 当 該 右 欄  

    に 掲 げ る 量 と す る 。   

防 護 区 画 の 体 積   

防 護 区 画 の 体 積 １

m３ 当 た り の 消 火 剤

の 量   

消 火 剤 の 総

量 の 最 低 限

度   

５ m３ 未 満   １ .２ ０ kg    

５ m３ 以 上 １ ５ m３ 未 満   １ .１ ０ kg  ６ kg  

１ ５ m３ 以 上 ５ ０ m３ 未 満   １ .０ ０ kg  １ ７ kg  

５ ０ m３ 以 上 １ ５ ０ m３ 未 満   ０ .９ ０ kg  ５ ０ kg  

１ ５ ０ m３ 以 上 １ ５ ０ ０ m３

未 満   

０ .８ ０ kg  １ ３ ５ kg  

１ ５ ０ ０ m３ 以 上   ０ .７ ５ kg  １ ２ ０ ０ kg  
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   (ｲ) 防 護 区 画 の 開 口 部 に 自 動 閉 鎖 装 置 を 設 け な い 場 合 に あ っ  

    て は ， （ ア ） に よ り 算 出 さ れ た 量 に ， 当 該 開 口 部 の 面 積 １  

    ㎡ 当 た り ５ kg の 割 合 で 計 算 し た 量 を 加 算 し た 量 。   

  イ  窒 素 ， Ｉ Ｇ ― ５ ５ 又 は Ｉ Ｇ ― ５ ４ １ を 放 射 す る も の に あ っ  

   て は ， 次 の 表 の 左 欄 に 掲 げ る 消 火 剤 の 種 別 の 区 分 に 応 じ ， 同  

   表 右 欄 に 掲 げ る 量 の 割 合 で 計 算 し た 量 に ， 防 護 区 画 内 に お い  

   て 貯 蔵 し ， 又 は 取 り 扱 う 危 険 物 の 種 類 に 応 じ ， 別 表 第 １ に 定  

   め る 係 数 を 乗 じ て 得 た 量 以 上 の 量 と す る こ と 。   

  

消 火 剤 の 種 類   
防 護 区 画 の 体 積 １ m ３ 当 た り の 消 火

剤 の 量   

窒 素  

０ .５ １ ６ m ３ 以 上 ０ .７ ４ ０ m ３ 以 下

（ 温 度 ２ ０ ℃ で １ 気 圧 の 状 態 に 換

算 し た 体 積 ）   

Ｉ Ｇ ― ５ ５   ０ .４ ７ ７ m３ 以 上 ０ .５ ６ ２ m３ 以 下   

Ｉ Ｇ ― ５ ４ １   ０ .４ ７ ２ m３ 以 上 ０ .５ ６ ２ m３ 以 下   

  

 (2) 局 所 放 出 方 式 の 不 活 性 ガ ス 消 火 設 備 に あ っ て は ， 次 の ア 又 は  

  イ に 定 め る と こ ろ に よ り 算 出 さ れ た 量 に ， 高 圧 式 の も の に あ っ  

  て は １ .４ ， 低 圧 式 の も の に あ っ て は １ .１ を そ れ ぞ れ 乗 じ て 得  

  た 量 以 上 の 量 と す る こ と 。   

  ア  液 体 の 危 険 物 を 上 面 を 開 放 し た 容 器 に 貯 蔵 す る 場 合 そ の 他  

   火 災 の と き の 燃 焼 面 が 一 面 に 限 定 さ れ ， か つ ， 危 険 物 が 飛 散  

   す る お そ れ が な い 場 合 に あ っ て は ， 防 護 対 象 物 の 表 面 積 （ 当  

   該 防 護 対 象 物 の 一 辺 の 長 さ が ０ .６ ｍ 未 満 の 場 合 に あ っ て  

   は ， 当 該 辺 の 長 さ を ０ .６ ｍ と し て 計 算 し た 面 積 ） １ ㎡ 当 た  

   り １ ３ kg の 割 合 で 計 算 し た 量 に ， 当 該 場 所 に お い て 貯 蔵  

   し ， 又 は 取 り 扱 う 危 険 物 の 種 類 に 応 じ ， 別 表 第 １ に 定 め る 係  

   数 を 乗 じ て 得 た 量 。   
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  イ  ア に 掲 げ る 場 合 以 外 の 場 合 に あ っ て は ， 次 の 式 に よ っ て 求  

   め ら れ た 量 に 防 護 空 間 （ 防 護 対 象 物 の 全 て の 部 分 か ら ０ .６  

   ｍ 離 れ た 部 分 に よ っ て 囲 ま れ た 空 間 の 部 分 を い う 。 以 下 同  

   じ 。 ） の 体 積 を 乗 じ て 得 た 量 に ， 当 該 場 所 に お い て 貯 蔵 し ，  

   又 は 取 り 扱 う 危 険 物 の 種 類 に 応 じ ， 別 表 第 １ に 定 め る 係 数 を  

   乗 じ て 得 た 量 。   

 

    Ｑ は ， 防 護 空 間 の 体 積 １ m３ 当 た り の 消 火 剤 の 量 。 （ 単 位  

   kg/m３ ）  

    ａ は ， 防 護 対 象 物 の 周 囲 に 実 際 に 設 け ら れ た 壁 （ 防 護 対 象  

   物 の 全 て の 部 分 か ら ０ .６ ｍ 未 満 の 部 分 に あ る も の に 限 る 。 ）  

   の 面 積 の 合 計 。 （ 単 位 ㎡ ）  

    Ａ は ， 防 護 空 間 の 壁 の 面 積 （ 壁 の な い 部 分 に あ っ て は ， 壁  

   が あ る と 仮 定 し た 場 合 に お け る 当 該 部 分 の 面 積 ） の 合 計 。  

   （ 単 位 ㎡ ）   

 (3) 全 域 放 出 方 式 又 は 局 所 放 出 方 式 の 不 活 性 ガ ス 消 火 設 備 に お い  

  て ， 同 一 の 製 造 所 等 に 防 護 区 画 又 は 防 護 対 象 物 が 二 以 上 存 す る  

  場 合 に は ， そ れ ぞ れ の 防 護 区 画 又 は 防 護 対 象 物 に つ い て （ １ ）  

  及 び （ ２ ） の 規 定 に よ り 計 算 し た 量 の う ち 最 大 の 量 以 上 の 量 と  

  す る こ と 。   

 (4) 移 動 式 の 不 活 性 ガ ス 消 火 設 備 に あ っ て は ， 一 の ノ ズ ル に つ き  

  ９ ０ kg 以 上 の 量 と す る こ と 。   

４  全 域 放 出 方 式 又 は 局 所 放 出 方 式 の 不 活 性 ガ ス 消 火 設 備 の 設 置 及  

 び 維 持 に 関 す る 技 術 上 の 基 準 の 細 目 は ， 次 の と お り と す る 。   

 (1) 不 活 性 ガ ス 消 火 設 備 に 使 用 す る 消 火 剤 は ， 二 酸 化 炭 素 （ Ｊ Ｉ  

  Ｓ Ｋ １ １ ０ ６ の ２ 種 又 は ３ 種 に 適 合 す る も の に 限 る 。 以 下 こ の  

  号 ， （ ２ ） 及 び （ ３ ） に お い て 同 じ 。 ） ， 窒 素 （ Ｊ Ｉ Ｓ Ｋ １ １  

  ０ ７ の 二 級 に 適 合 す る も の に 限 る 。 以 下 こ の 号 に お い て 同  
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  じ 。 ） ， 窒 素 と ア ル ゴ ン （ Ｊ Ｉ Ｓ Ｋ １ １ ０ ５ の ２ 級 に 適 合 す る  

  も の に 限 る 。 以 下 こ の 号 に お い て 同 じ 。 ） と の 容 量 比 が ５ ０ 対  

  ５ ０ の 混 合 物 又 は 窒 素 と ア ル ゴ ン と 二 酸 化 炭 素 と の 容 量 比 が ５  

  ２ 対 ４ ０ 対 ８ の 混 合 物 と す る こ と 。  

 (2) 全 域 放 出 方 式 の 不 活 性 ガ ス 消 火 設 備 に 使 用 す る 消 火 剤 は ， 次  

  の 表 の 左 欄 及 び 中 欄 に 掲 げ る 当 該 消 火 設 備 を 設 置 す る 製 造 所 等  

  の 区 分 に 応 じ ， 同 表 右 欄 に 掲 げ る 消 火 剤 と す る こ と 。   

  

製 造 所 等 の 区 分  消 火 剤 の 種 別   

ガ ソ リ ン ， 灯 油 ，

軽 油 若 し く は 重 油

を 貯 蔵 し ， 又 は 取

り 扱 う 製 造 所 等   

防 護 区 画 の 体 積 が

千  m３ 以 上 の も の  
二 酸 化 炭 素   

防 護 区 画 の 体 積 が

千  m３ 未 満 の も の  

二 酸 化 炭 素 ， 窒 素 ，

IG-55 又 は IG-541  

ガ ソ リ ン ， 灯 油 ， 軽 油 若 し く は 重 油 以 外

の 危 険 物 を 貯 蔵 し ， 取 り 扱 う 製 造 所 等   
二 酸 化 炭 素   

  

 (3) 局 所 放 出 方 式 の 不 活 性 ガ ス 消 火 設 備 に 使 用 す る 消 火 剤 は ， 二  

  酸 化 炭 素 と す る こ と 。   

 (4) 防 護 区 画 又 は 防 護 対 象 物 が 互 い に 隣 接 す る 場 合 （ 相 互 間 に 開  

  口 部 を 有 し な い 厚 さ ７ ０ ｍ ｍ 以 上 の 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 又 は こ  

  れ と 同 等 以 上 の 強 度 を 有 す る 構 造 の 床 又 は 壁 で 区 画 さ れ て い る  

  場 合 を 除 く 。 ） に あ っ て は ， 貯 蔵 容 器 を 別 に 設 け る こ と 。  

 (5) 貯 蔵 容 器 へ の 充 填 は ， 次 の ア 又 は イ に 定 め る と こ ろ に よ る こ  

  と 。  

  ア  二 酸 化 炭 素 を 消 火 剤 と す る 場 合 に あ っ て は ， 貯 蔵 容 器 の 充  

   填 比 （ 容 器 の 内 容 積 の 数 値 と 消 火 剤 の 重 量 の 数 値 と の 比 を い  

   う 。 以 下 同 じ 。 ） が ， 高 圧 式 の も の に あ っ て は １ .５ 以 上 １ . 

   ９ 以 下 ， 低 圧 式 の も の に あ っ て は １ .１ 以 上 １ .４ 以 下 で あ る  

   こ と 。   

  イ  窒 素 ， Ｉ Ｇ ― ５ ５ 又 は Ｉ Ｇ ― ５ ４ １ を 消 火 剤 と す る 場 合 に  

   あ っ て は ， 貯 蔵 容 器 の 充 填 圧 力 が 温 度 ３ ５ ℃ に お い て ３ ０ . 
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   ０ MPa 以 下 で あ る こ と 。   

 (6) 貯 蔵 容 器 は ， 次 の ア か ら コ ま で に 定 め る と こ ろ に よ り 設 け る  

  こ と 。   

  ア  防 護 区 画 以 外 の 場 所 に 設 け る こ と 。   

  イ  温 度 ４ ０ ℃ 以 下 で 温 度 変 化 が 少 な い 場 所 に 設 け る こ と 。   

  ウ  直 射 日 光 及 び 雨 水 の か か る お そ れ の 少 な い 場 所 に 設 け る こ  

   と 。   

  エ  二 酸 化 炭 素 を 放 射 す る も の に あ っ て は ， 防 護 区 画 及 び 防 護  

   区 画 に 隣 接 す る 部 分 （ 「 防 護 区 画 等 」 と い う 。 以 下 同 じ 。 ）  

   を ， 窒 素 ， Ｉ Ｇ － ５ ４ １ 又 は Ｉ Ｇ － ５ ５ を 放 射 す る も の に あ  

   っ て は ， 防 護 区 画 を 通 る こ と な く 出 入 り す る こ と が で き ， か  

   つ ， 不 燃 材 料 で 造 ら れ た 壁 ， 柱 ， 床 又 は 天 井 （ 天 井 の な い 場  

   合 に あ っ て は ， 屋 根 ） で 区 画 さ れ ， 開 口 部 に 防 火 戸 を 設 け た  

   専 用 の 室 に 設 け る こ と 。   

  オ  地 階 に 設 け る も の は ， 機 械 換 気 設 備 と す る よ う 努 め る こ  

   と 。  

  カ  貯 蔵 容 器 の 設 置 場 所 に は ， 当 該 消 火 設 備 の 貯 蔵 容 器 の 設 置  

   場 所 で あ る 旨 を 表 示 す る こ と 。   

  キ  貯 蔵 容 器 に は ， 消 防 庁 長 官 が 定 め る 基 準 に 適 合 す る 安 全 装  

   置 （ 容 器 弁 に 設 け ら れ た も の を 含 む 。 （ １ ２ ） ウ に お い て 同  

   じ 。 ） を 設 け る こ と と し ， 努 め て 登 録 認 定 機 関 の 認 定 品 と す  

   る こ と 。   

  ク  貯 蔵 容 器 の 見 や す い 箇 所 に ， 充 填 消 火 剤 量 ， 消 火 剤 の 種  

   類 ， 製 造 年 及 び 製 造 者 名 を 表 示 す る こ と 。 た だ し ， 二 酸 化 炭  

   素 を 貯 蔵 す る 貯 蔵 容 器 に あ っ て は ， 消 火 剤 の 種 類 を 表 示 す る  

   こ と を 要 し な い 。   

  ケ  容 器 弁 及 び 容 器 弁 の 開 放 装 置 は ， 次 の （ ア ） か ら （ ウ ） に  

   定 め る と こ ろ に よ る こ と 。   

   (ｱ) 二 酸 化 炭 素 を 常 温 で 貯 蔵 す る 容 器 又 は 窒 素 ， Ｉ Ｇ ― ５ ５   

    若 し く は Ｉ Ｇ ― ５ ４ １ を 貯 蔵 す る 容 器 に は ， 消 防 庁 長 官 が  
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    定 め る 基 準 に 適 合 す る 容 器 弁 を 設 け る こ と と し ， 努 め て 登  

    録 認 定 機 関 に よ る 認 定 品 と す る こ と 。   

   (ｲ) 容 器 弁 の 開 放 装 置 は ， 手 動 で も 開 放 す る こ と が で き る 構  

    造 の も の で あ る こ と 。   

   (ｳ) 電 磁 開 放 装 置 を 用 い て 直 接 容 器 弁 を 開 放 す る 容 器 弁 の 開  

    放 装 置 は ， 同 時 に 開 放 す る 貯 蔵 容 器 の 数 が ７ 以 上 の も の  

    は ， 当 該 貯 蔵 容 器 に ２ 以 上 の 電 磁 開 放 装 置 を 設 け る よ う 努  

    め る こ と 。   

  コ  低 圧 式 貯 蔵 容 器 は ， 次 の （ ア ） か ら （ オ ） ま で に 定 め る と  

   こ ろ に よ る こ と 。   

   (ｱ) 低 圧 式 貯 蔵 容 器 に は 液 面 計 及 び 圧 力 計 を 設 け る こ と 。   

   (ｲ) 低 圧 式 貯 蔵 容 器 に は ２ .３ MPa 以 上 の 圧 力 及 び １ .９ MPa  

    以 下 の 圧 力 で 作 動 す る 圧 力 警 報 装 置 を 設 け る こ と 。   

   (ｳ) 低 圧 式 貯 蔵 容 器 に は ， 容 器 内 部 の 温 度 を 零 下 ２ ０ ℃ 以 上  

    零 下 １ ８ ℃ 以 下 に 保 持 す る こ と が で き る 自 動 冷 凍 機 を 設 け  

    る こ と 。   

   (ｴ) 低 圧 式 貯 蔵 容 器 に は ， 消 防 庁 長 官 が 定 め る 基 準 に 適 合 す  

    る 破 壊 板 を 設 け る こ と と し ， 努 め て 登 録 認 定 機 関 の 認 定 品  

    と す る こ と 。  

   (ｵ) 低 圧 式 貯 蔵 容 器 に は ， 消 防 庁 長 官 が 定 め る 基 準 に 適 合 す  

    る 放 出 弁 を 設 け る こ と と し ， 努 め て 登 録 認 定 機 関 の 認 定 品  

    と す る こ と 。  

 (7) 常 時 人 が い な い 部 分 以 外 の 部 分 に は ， 全 域 放 出 方 式 又 は 局 所  

  放 出 方 式 の 不 活 性 ガ ス 消 火 設 備 を 設 け て は な ら な い 。   

 (8) 防 護 区 画 の 換 気 装 置 は ， 消 火 剤 放 射 前 に 停 止 で き る 構 造 と す   

  る こ と 。   

 (9) 配 管 は ， 次 の ア か ら カ ま で に 定 め る と こ ろ に よ る こ と 。   

  ア  専 用 と す る こ と 。   

  イ  配 管 は ， 次 の （ ア ） 又 は （ イ ） に 定 め る と こ ろ に よ る こ  

   と 。   
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   (ｱ) 二 酸 化 炭 素 を 放 射 す る 不 活 性 ガ ス 消 火 設 備 に あ っ て は ，  

    次 の と お り と す る こ と 。   

    ａ  鋼 管 を 用 い る 配 管 は ， Ｊ Ｉ Ｓ Ｇ ３ ４ ５ ４ の Ｓ Ｔ Ｐ Ｇ ３  

     ７ ０ の う ち ， 高 圧 式 の も の に あ っ て は 呼 び 厚 さ で ス ケ ジ  

     ュ ー ル ８ ０ 以 上 の も の ， 低 圧 式 の も の に あ っ て は 呼 び 厚  

     さ で ス ケ ジ ュ ー ル ４ ０ 以 上 の も の に 適 合 す る も の 又 は こ  

     れ ら と 同 等 以 上 の 強 度 を 有 す る も の で ， 亜 鉛 メ ッ キ 等 に  

     よ る 防 食 処 理 を 施 し た も の を 用 い る こ と 。   

    ｂ  銅 管 を 用 い る 配 管 は ， Ｊ Ｉ Ｓ Ｈ ３ ３ ０ ０ の タ フ ピ ッ チ  

     銅 に 適 合 す る も の 又 は こ れ と 同 等 以 上 の 強 度 を 有 す る も  

     の で ， 高 圧 式 の も の に あ っ て は １ ６ .５ MPa 以 上 ， 低 圧  

     式 の も の に あ っ て は ３ .７ ５ MPa 以 上 の 圧 力 に 耐 え る も  

     の を 用 い る こ と 。   

   (ｲ) 窒 素 ， Ｉ Ｇ ― ５ ５ 又 は Ｉ Ｇ ― ５ ４ １ を 放 射 す る 不 活 性 ガ  

    ス 消 火 設 備 に あ っ て は ， 次 の と お り と す る こ と 。 た だ し ，  

    圧 力 調 整 装 置 の 二 次 側 配 管 に あ っ て は ， 温 度 ４ ０ ℃ に お け  

    る 最 高 調 整 圧 力 に 耐 え る 強 度 を 有 す る 鋼 管 （ 亜 鉛 メ ッ キ 等  

    に よ る 防 食 処 理 を 施 し た も の に 限 る 。 ） 又 は 銅 管 を 用 い る  

    こ と が で き る 。   

    ａ  鋼 管 を 用 い る 配 管 は ， Ｊ Ｉ Ｓ Ｇ ３ ４ ５ ４ の Ｓ Ｔ Ｐ Ｇ ３  

     ７ ０ の う ち ， 呼 び 厚 さ で ス ケ ジ ュ ー ル ８ ０ 以 上 の も の に  

     適 合 す る も の 又 は こ れ と 同 等 以 上 の 強 度 を 有 す る も の で ，  

     亜 鉛 メ ッ キ 等 に よ る 防 食 処 理 を 施 し た も の を 用 い る こ と 。   

    ｂ  銅 管 を 用 い る 配 管 は ， Ｊ Ｉ Ｓ Ｈ ３ ３ ０ ０ の タ フ ピ ッ チ  

     銅 に 適 合 す る も の 又 は こ れ と 同 等 以 上 の 強 度 を 有 す る も  

     の で ， １ ６ .５ MPa 以 上 の 圧 力 に 耐 え る も の を 用 い る こ  

     と 。   

    ｃ  ａ 及 び ｂ の 規 定 に か か わ ら ず ， 配 管 に 選 択 弁 又 は 開 閉  

     弁 （ 以 下 「 選 択 弁 等 」 と い う 。 ） を 設 け る 場 合 に あ っ て  

     は ， 貯 蔵 容 器 か ら 選 択 弁 等 ま で の 部 分 に は 温 度 ４ ０ ℃ に  

     お け る 内 部 圧 力 に 耐 え る 強 度 を 有 す る 鋼 管 （ 亜 鉛 メ ッ キ  

     等 に よ る 防 食 処 理 を 施 し た も の に 限 る 。 ） 又 は 銅 管 を 用  
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     い る こ と 。   

  ウ  管 継 手 は ， 次 の （ ア ） 又 は （ イ ） に 定 め る と こ ろ に よ る こ  

   と 。  

   (ｱ) 二 酸 化 炭 素 を 放 射 す る 不 活 性 ガ ス 消 火 設 備 の う ち ， 高 圧  

    式 の も の に あ っ て は １ ６ .５ MPa 以 上 ， 低 圧 式 の も の に あ  

    っ て は ３ .７ ５ MPa 以 上 の 圧 力 に 耐 え る も の で ， 適 切 な 防  

    食 処 理 を 施 し た も の を 用 い る こ と 。  

   (ｲ) 窒 素 ， Ｉ Ｇ ― ５ ５ 又 は Ｉ Ｇ ― ５ ４ １ を 放 射 す る 不 活 性 ガ  

    ス 消 火 設 備 に あ っ て は ， イ (ｲ)の 規 定 の 例 に よ る こ と ｡  

  エ  起 動 用 の 配 管 は ， 起 動 容 器 と 貯 蔵 容 器 の 間 が 密 閉 と な る も  

   の は ， 当 該 配 管 に 誤 作 動 防 止 の た め の 逃 し 弁 （ リ リ ー フ 弁 ）  

   を 設 け る よ う 努 め る こ と 。   

  オ  二 酸 化 炭 素 を 放 射 す る も の に あ っ て は ， 貯 蔵 容 器 と 選 択 弁  

   の 間 の 集 合 管 ， 又 は 起 動 用 ガ ス 容 器 と 貯 蔵 容 器 の 間 の 操 作 管  

   の 部 分 に は ， 閉 止 弁 を 設 け る よ う 努 め る こ と と し ， 当 該 閉 止  

   弁 は ， 安 全 セ ン タ ー の 評 定 品 と す る こ と 。   

  カ  落 差 （ 配 管 の 最 も 低 い 位 置 に あ る 部 分 か ら 最 も 高 い 位 置 に  

   あ る 部 分 ま で の 垂 直 距 離 を い う 。 ） は ， ５ ０ ｍ 以 下 で あ る こ  

   と 。   

 (10) 選 択 弁 は ， 次 の ア か ら キ ま で に 定 め る と こ ろ に よ る こ と 。   

  ア  一 の 防 火 対 象 物 又 は そ の 部 分 に 防 護 区 画 又 は 防 護 対 象 物 が  

   二 以 上 存 す る 場 合 に お い て 貯 蔵 容 器 を 共 用 す る と き は ， 防 護  

   区 画 又 は 防 護 対 象 物 ご と に 選 択 弁 を 設 け る こ と 。   

  イ  選 択 弁 は ， 防 護 区 画 以 外 の 場 所 に 設 け る こ と 。   

  ウ  選 択 弁 に は 選 択 弁 で あ る 旨 及 び い ず れ の 防 護 区 画 又 は 防 護  

   対 象 物 の 選 択 弁 で あ る か を 表 示 す る こ と 。   

  エ  選 択 弁 は ， 消 防 庁 長 官 が 定 め る 基 準 に 適 合 す る も の と し ，  

   努 め て 登 録 認 定 機 関 の 認 定 品 と す る こ と 。   

  オ  貯 蔵 容 器 と 同 一 の 場 所 又 は 火 災 の 際 容 易 に 接 近 す る こ と が  

   で き ， か つ ， 人 が み だ り に 出 入 り し な い 場 所 に 設 け る こ と 。  
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  カ  ガ ス 圧 開 放 方 式 又 は 電 気 的 開 放 方 式 に よ り 迅 速 か つ 確 実 に  

   開 放 す る こ と が で き ， 手 動 で も 開 放 す る こ と が で き る 構 造 の  

   も の で あ る こ と 。   

  キ  床 面 か ら の 高 さ が ， ０ .８ ｍ 以 上 １ .５ ｍ 以 下 の 位 置 に 設 け  

   る こ と 。   

 (11) 貯 蔵 容 器 か ら 噴 射 ヘ ッ ド ま で の 間 に 選 択 弁 等 を 設 け る も の  

  に は ， 貯 蔵 容 器 と 選 択 弁 等 の 間 に ， 消 防 庁 長 官 が 定 め る 基 準 に  

  適 合 す る 安 全 装 置 又 は 破 壊 板 を 設 け る こ と と し ， 努 め て 登 録 認  

  定 機 関 の 認 定 品 と す る こ と 。   

 (12) 起 動 用 ガ ス 容 器 は ， 次 の ア か ら ウ ま で に 定 め る と こ ろ に よ  

  る こ と 。   

  ア  起 動 用 ガ ス 容 器 は ， ２ ４ .５ MPa 以 上 の 圧 力 に 耐 え る も の  

   で あ る こ と 。   

  イ  起 動 用 ガ ス 容 器 の 内 容 積 は ， １ ℓ 以 上 と し ， 当 該 容 器 に 貯  

   蔵 す る 二 酸 化 炭 素 の 量 は ， ０ .６ kg 以 上 で ， か つ ， 充 填 比  

   は ， １ .５ 以 上 で あ る こ と 。   

  ウ  起 動 用 ガ ス 容 器 に は ， 消 防 庁 長 官 が 定 め る 基 準 に 適 合 す る  

   安 全 装 置 及 び 容 器 弁 を 設 け る こ と と し ， 努 め て 登 録 認 定 機 関  

   の 認 定 品 と す る こ と 。   

 (13) 起 動 装 置 は ， 次 の ア 又 は イ に 定 め る と こ ろ に よ る こ と 。   

  ア  二 酸 化 炭 素 を 放 射 す る 不 活 性 ガ ス 消 火 設 備 に あ っ て は ， 手  

   動 式 と す る こ と 。 た だ し ， 常 時 人 の い な い 防 火 対 象 物 そ の 他  

   手 動 式 に よ る こ と が 不 適 当 な 場 所 に 設 け る も の に あ っ て は ，  

   自 動 式 と す る こ と が で き る 。   

  イ  窒 素 ， Ｉ Ｇ―５ ５ 又 は Ｉ Ｇ―５ ４ １ を 放 射 す る 不 活 性 ガ ス  

   消 火 設 備 に あ っ て は ， 自 動 式 と す る こ と 。   

 (14) 手 動 式 の 起 動 装 置 は ， 次 の ア か ら サ ま で に 定 め る と こ ろ に  

  よ る こ と 。  

  ア  起 動 装 置 は ， 当 該 防 護 区 画 外 で 当 該 防 護 区 画 内 を 見 と お す  

   こ と が で き ， か つ ， 防 護 区 画 の 出 入 口 付 近 等 操 作 を し た 者 が  
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   容 易 に 退 避 で き る 箇 所 に 設 け る こ と 。   

  イ  起 動 装 置 は ， 一 の 防 護 区 画 又 は 防 護 対 象 物 ご と に 設 け る こ  

   と 。  

  ウ  起 動 装 置 の 操 作 部 は ， 床 面 か ら の 高 さ が ０ .８ ｍ 以 上 １ .５  

   ｍ 以 下 の 箇 所 に 設 け る こ と 。   

  エ  起 動 装 置 に は そ の 直 近 の 見 や す い 箇 所 に 不 活 性 ガ ス 消 火 設  

   備 の 起 動 装 置 で あ る 旨 及 び 消 火 剤 の 種 類 を 表 示 す る こ と 。  

  オ  起 動 装 置 の 外 面 は ， 赤 色 と す る こ と 。   

  カ  電 気 を 使 用 す る 起 動 装 置 に は 電 源 表 示 灯 を 設 け る こ と 。   

  キ  起 動 装 置 の 放 出 用 ス イ ッ チ ， 引 き 栓 等 は ， 音 響 警 報 装 置 を  

   起 動 す る 操 作 を 行 っ た 後 で な け れ ば 操 作 で き な い も の と し ，  

   か つ ， 起 動 装 置 に 有 機 ガ ラ ス 等 に よ る 有 効 な 防 護 措 置 が 施 さ  

   れ て い る こ と 。   

  ク  起 動 装 置 又 は そ の 直 近 の 箇 所 に は ， 防 護 区 画 の 名 称 ， 取 扱  

   い 方 法 ， （ ア ） 及 び （ イ ） に 掲 げ る 保 安 上 の 注 意 事 項 等 を 表  

   示 す る こ と 。   

   (ｱ) 火 災 又 は 点 検 の と き 以 外 に は ， 当 該 手 動 装 置 に 手 を ふ れ  

    て は な ら な い 旨 。   

   (ｲ) 不 活 性 ガ ス 消 火 設 備 を 起 動 し た 後 ， す み や か に 安 全 な 場  

    所 へ 退 避 す る こ と が 必 要 で あ る 旨 （ 消 火 剤 が 流 入 す る お そ  

    れ が な い 場 合 又 は 保 安 上 の 危 険 性 が な い 場 合 を 除 く 。 ）  

  ケ  起 動 装 置 が 設 け ら れ て い る 場 所 は ， 起 動 装 置 及 び 表 示 が 容  

   易 に 識 別 で き る 明 る さ を 確 保 す る こ と 。   

  コ  起 動 装 置 は ， 消 火 の た め に 意 識 し て 操 作 し な け れ ば 起 動 す  

   る こ と が で き な い 機 構 と す る こ と 。   

  サ  手 動 起 動 装 置 （ 操 作 箱 ） は ， 努 め て 安 全 セ ン タ ー の 評 定 品  

   と す る こ と 。   

 (15) 自 動 式 の 起 動 装 置 は ， 次 の ア か ら キ ま で に 定 め る と こ ろ に  

  よ る こ と 。   

  ア  起 動 装 置 は ， 自 動 火 災 報 知 設 備 の 感 知 器 の 作 動 と 連 動 し て  
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   起 動 す る も の で あ る こ と 。   

  イ  起 動 方 式 は ， Ａ Ｎ Ｄ 回 路 制 御 方 式 と し ， 次 の （ ア ） 又 は  

   （ イ ） と す る こ と 。   

   (ｱ) 異 な る 種 別 で ， か つ ， 複 数 の 不 活 性 ガ ス 消 火 設 備 専 用 の  

    感 知 器 か ら の 信 号 に よ る 起 動 と す る こ と 。   

   (ｲ) 一 の 火 災 信 号 は 自 動 火 災 報 知 設 備 と し ， 他 の 火 災 信 号 は  

    不 活 性 ガ ス 消 火 設 備 専 用 の 感 知 器 か ら の 信 号 に よ る 起 動  

    で ， か つ ， 異 な る 種 別 の 感 知 器 と す る こ と 。   

  ウ  感 知 器 は ， 原 則 煙 式 と し ， １ 種 又 は ２ 種 の も の を 施 行 規 則  

   第 ２ ３ 条 第 ４ 項 の 規 定 の 例 に よ り 設 け る こ と 。 た だ し ， 当 該  

   感 知 器 で は 非 火 災 報 の 発 生 が 容 易 に 予 想 さ れ る 場 合 は ， こ の  

   限 り で な い 。   

  エ  不 活 性 ガ ス 消 火 設 備 専 用 の 感 知 器 は ， 防 護 区 画 ご と に 警 戒  

   区 域 を 設 け る こ と 。   

  オ  窒 素 ， Ｉ Ｇ―５ ５ 又 は Ｉ Ｇ―５ ４ １ を 放 射 す る 不 活 性 ガ ス  

   消 火 設 備 に あ っ て は ， 起 動 装 置 の 放 出 用 ス イ ッ チ ， 引 き 栓 等  

   の 作 動 に よ り 直 ち に 貯 蔵 容 器 の 容 器 弁 又 は 放 出 弁 を 開 放 す る  

   も の で あ る こ と 。   

  カ  起 動 装 置 に は 次 の （ ア ） か ら （ ウ ） ま で に 定 め る と こ ろ に  

   よ り 自 動 手 動 切 替 え 装 置 を 設 け る こ と 。   

   (ｱ) 容 易 に 操 作 で き る 箇 所 に 設 け る こ と 。   

   (ｲ) 自 動 及 び 手 動 を 表 示 す る 表 示 灯 を 設 け る こ と 。   

   (ｳ) 自 動 手 動 の 切 替 え は ， か ぎ 等 に よ ら な け れ ば 行 え な い 構  

    造 と す る こ と 。  

  キ  自 動 手 動 切 替 え 装 置 又 は そ の 直 近 の 箇 所 に は 取 扱 い 方 法 を  

   表 示 す る こ と 。  

 (16) 音 響 警 報 装 置 は ， 次 の ア か ら オ ま で に 定 め る と こ ろ に よ る  

  こ と 。  

  ア  手 動 又 は 自 動 に よ る 起 動 装 置 の 操 作 又 は 作 動 と 連 動 し て 自  

   動 的 に 警 報 を 発 す る も の で あ り ， か つ ， 消 火 剤 放 射 前 に 遮 断  
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   さ れ な い も の で あ る こ と 。   

  イ  音 響 警 報 装 置 は ， 防 護 区 画 又 は 防 護 対 象 物 に い る す べ て の  

   者 に 消 火 剤 が 放 射 さ れ る 旨 を 有 効 に 報 知 で き る よ う に 設 け る  

   こ と 。   

  ウ  全 域 放 出 方 式 の も の に 設 け る 音 響 警 報 装 置 は ， 音 声 に よ る  

   警 報 装 置 と す る こ と 。 た だ し ， 常 時 人 の い な い 防 火 対 象 物 に  

   あ っ て は ， こ の 限 り で な い 。  

    な お ， 音 声 に よ る 警 報 装 置 の み で は ， 効 果 が 期 待 で き な い  

   と 認 め ら れ る 場 合 は ， 赤 色 の 回 転 灯 を 付 置 す る こ と 。   

  エ  音 響 警 報 装 置 は ， 消 防 庁 長 官 が 定 め る 基 準 に 適 合 す る も の  

   と し ， 努 め て 登 録 認 定 機 関 の 認 定 品 と す る こ と 。   

  オ  ス ピ ー カ ー は ， 当 該 防 護 区 画 の 各 部 分 か ら の １ の ス ピ ー カ  

   ー ま で の 水 平 距 離 が ２ ５ ｍ 以 下 と な る よ う に ， 反 響 等 を 考 慮  

   し て 設 け る こ と 。   

 (17) 不 活 性 ガ ス 消 火 設 備 を 設 置 し た 場 所 に は ， 次 の ア 又 は イ の  

  い ず れ か に よ り ， そ の 放 出 さ れ た 消 火 剤 及 び 燃 焼 ガ ス を 安 全 な  

  場 所 に 排 出 す る た め の 措 置 （ 以 下 「 排 出 措 置 」 と い う 。 ） を 講  

  じ る こ と 。   

  ア  自 然 排 気 に よ る 排 出 措 置 は ， 次 の （ ア ） 及 び （ イ ） に よ る  

   こ と 。  

   (ｱ) 自 然 排 気 の 開 口 部 は ， 外 気 に 面 す る 窓 そ の 他 の 開 口 部   

    （ 防 護 区 画 の 床 面 か ら の 高 さ が 階 高 の ２ ／ ３ 以 下 の 位 置 に  

    あ る も の に 限 る 。 ） で ， 当 該 防 護 区 画 外 か ら 容 易 に 開 放 す  

    る こ と が で き る も の で あ る こ と 。   

   (ｲ) 自 然 排 気 の 開 口 部 面 積 の 合 計 は ， 当 該 防 護 区 画 の 床 面 積  

    の １ ０ ％ 以 上 で あ る こ と 。   

  イ  機 械 排 気 に よ る 排 出 措 置 は ， 次 の （ ア ） か ら （ オ ） ま で に  

   よ る こ と 。  

   (ｱ) 排 出 フ ァ ン 等 の 排 出 装 置 は ， 専 用 と す る こ と 。 た だ し ，  

    消 火 剤 の 排 出 時 に 保 安 上 支 障 が な い も の に あ っ て は ， 他 の  
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    設 備 の 排 気 装 置 等 と 兼 用 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 ， 兼  

    用 す る ダ ク ト は ， 防 護 区 画 以 外 の 部 分 に 消 火 薬 剤 が 漏 洩 す  

    る こ と を 防 止 す る た め の 措 置 を 講 じ る こ と 。  

   (ｲ) 排 出 装 置 は ， 当 該 防 護 区 画 外 か ら 容 易 に 操 作 す る こ と が  

    で き る も の で あ る こ と 。   

   (ｳ) 排 出 装 置 の 排 出 フ ァ ン の 容 量 は ， １ 時 間 あ た り ５ 回 以 上  

    換 気 で き る も の で あ る こ と 。   

   (ｴ) ポ ー タ ブ ル フ ァ ン を 用 い る 排 出 装 置 は ， 次 の ａ か ら e ま  

    で に よ る こ と 。   

    ａ  当 該 防 護 区 画 の 壁 面 で ， 床 面 か ら の 高 さ が １ ｍ 以 下 の  

     位 置 に ， ダ ク ト 接 続 口 を 設 け る こ と 。   

    ｂ  ａ の ダ ク ト 接 続 口 は ， 常 時 閉 鎖 さ れ て お り ， ポ ー タ ブ  

     ル フ ァ ン 使 用 時 は ， 接 続 部 分 か ら 消 火 剤 が 漏 洩 し な い 構  

     造 で あ る こ と 。   

    ｃ  ａ の ダ ク ト 接 続 口 の 付 近 に ， ポ ー タ ブ ル フ ァ ン 専 用 の  

     コ ン セ ン ト を 設 け る こ と 。   

    ｄ  消 火 剤 を ダ ク ト 接 続 口 か ら 屋 外 の 安 全 な 場 所 に 排 出 す  

     る の に 必 要 な 長 さ の ダ ク ト を 常 備 し て お く こ と 。   

    ｅ  当 該 フ ァ ン の 容 量 は ， １ 時 間 あ た り ５ 回 以 上 換 気 で き  

     る も の で あ る こ と 。  

   (ｵ) 排 出 装 置 及 び 復 旧 操 作 を 要 す る 自 動 閉 鎖 装 置 は ， 防 護 区  

    画 等 を 経 由 す る こ と な く 到 達 す る こ と が で き る 場 所 で ， そ  

    の 直 近 の 見 や す い 箇 所 に 当 該 装 置 で あ る 旨 を 表 示 し た 標 識  

    を 設 け る こ と 。   

 (18) 全 域 放 出 方 式 の も の に は ， 次 の ア か ら エ に 定 め る と こ ろ に  

  よ り 保 安 の た め の 措 置 を 講 じ る こ と 。   

  ア  二 酸 化 炭 素 を 放 射 す る も の に あ っ て は ， 次 の （ ア ） か ら  

   （ オ ） ま で に 定 め る と こ ろ に よ る こ と 。   

   (ｱ) 起 動 装 置 の 放 出 用 ス イ ッ チ ， 引 き 栓 等 の 作 動 か ら 貯 蔵 容  

    器 の 容 器 弁 又 は 放 出 弁 の 開 放 ま で の 時 間 が ２ ０ 秒 以 上 と な  

    る 遅 延 装 置 を 設 け る こ と 。   
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   (ｲ) 手 動 起 動 装 置 に は (ｱ)で 定 め る 時 間 内 に 消 火 剤 が 放 出 し  

    な い よ う な 措 置 を 講 じ る こ と 。   

   (ｳ) 防 護 区 画 の 出 入 口 等 の う ち ， 通 常 の 出 入 口 又 は 退 避 経 路  

    の 出 入 口 の 見 や す い 箇 所 に 消 火 剤 が 放 出 さ れ た 旨 を 表 示 す  

    る 表 示 灯 （ 以 下 「 放 出 表 示 灯 」 と い う 。 ） を 設 け る こ と 。   

   (ｴ) 放 出 表 示 灯 を 設 け る 出 入 口 の 見 や す い 箇 所 に は ， 注 意 銘  

    板 を 設 け る こ と 。   

   (ｵ) 放 出 表 示 灯 の 点 灯 の み で は ， 十 分 に 注 意 喚 起 が 行 え な い  

    と 認 め ら れ る 場 合 は ， 放 出 表 示 灯 の 点 滅 ， 赤 色 回 転 灯 の 付  

    置 等 の 措 置 を 講 じ る こ と 。   

  イ  窒 素 ， Ｉ Ｇ―５ ５ 又 は Ｉ Ｇ―５ ４ １ を 放 射 す る も の に あ っ  

   て は ， ア （ ウ ） か ら ア （ オ ） の 規 定 の 例 に よ る こ と 。   

  ウ  避 難 誘 導 及 び 人 命 救 助 に 必 要 な 空 気 呼 吸 器 （ 内 容 積 が ２ℓ  

   以 上 の も の ） を ， 防 災 セ ン タ ー 等 に １ 個 以 上 常 備 す る よ う 努  

   め る こ と 。   

  エ  ウ の 空 気 呼 吸 器 は ， 火 災 避 難 用 保 護 具 （ 自 給 式 呼 吸 保 護 具  

   に 限 る 。 ） と し て の 安 全 セ ン タ ー の 評 定 品 と す る よ う 努 め る  

   こ と 。   

 (19) 全 域 放 出 方 式 の 不 活 性 ガ ス 消 火 設 備 （ 二 酸 化 炭 素 を 放 射 す  

  る も の に 限 る 。 ） を 設 置 し た 防 護 区 画 と 当 該 防 護 区 画 に 隣 接 す  

  る 部 分 （ 以 下 「 防 護 区 画 に 隣 接 す る 部 分 」 と い う 。 ） を 区 画 す  

  る 壁 ， 柱 ， 床 又 は 天 井 （ ア （ イ ） に お い て 「 壁 等 」 と い う 。 ）  

  に 開 口 部 が 存 す る 場 合 に あ っ て は ， 防 護 区 画 に 隣 接 す る 部 分  

  は ， 次 の ア に 定 め る と こ ろ に よ り 保 安 の た め の 措 置 を 講 じ る こ  

  と 。 た だ し ， 次 の イ で 定 め る と こ ろ に よ り ， 防 護 区 画 に お い て  

  放 出 さ れ た 消 火 剤 が 開 口 部 か ら 防 護 区 画 に 隣 接 す る 部 分 に 流 入  

  す る お そ れ が な い 又 は 保 安 上 の 危 険 性 が な い と 認 め ら れ る 場 合  

  は こ の 限 り で な い 。   

  ア  次 の （ ア ） か ら （ オ ） ま で に よ る こ と 。   

   (ｱ) 消 火 剤 を 安 全 な 場 所 に 排 出 す る た め の 措 置 （ 機 械 排 気 に  
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    よ る 場 合 は ， １ 時 間 あ た り １ 回 以 上 換 気 す る こ と が で き る  

    も の ） を 講 じ る こ と 。   

   (ｲ) 防 護 区 画 に 隣 接 す る 部 分 の 出 入 口 等 （ 防 護 区 画 と 防 護 区  

    画 に 隣 接 す る 部 分 を 区 画 す る 壁 等 に 存 す る 出 入 口 等 を 除  

    く 。 ） の 見 や す い 箇 所 に 放 出 表 示 灯 を 設 け る こ と 。   

   (ｳ) 防 護 区 画 に 隣 接 す る 部 分 に は ， 消 火 剤 が 防 護 区 画 内 に 放  

    射 さ れ る 旨 を 有 効 に 報 知 す る こ と が で き る 音 響 警 報 装 置 を  

    （ １ ７ ） の 規 定 の 例 に よ り 設 け る こ と 。   

   (ｴ) 防 護 区 画 に 隣 接 す る 部 分 に 設 け る 扉 は ， 避 難 の 方 向 に 開  

    く こ と が で き る 扉 と す る こ と 。   

   (ｵ) 防 護 区 画 に 隣 接 す る 部 分 に は ， 防 護 区 画 か ら 漏 洩 し た 二  

    酸 化 炭 素 が 滞 留 す る お そ れ の あ る 地 下 室 ， ピ ッ ト 等 の 窪 地  

    が 設 け ら れ て い な い こ と 。  

  イ  次 の （ ア ） か ら （ ウ ） の い ず れ か に 該 当 す る 場 合 で あ る こ  

   と 。  

   (ｱ) 防 護 区 画 に 隣 接 す る 部 分 が ， 直 接 外 気 に 開 放 さ れ て い る  

    場 合 又 は 外 部 の 気 流 が 流 通 す る 場 合 。   

   (ｲ) 防 護 区 画 に 隣 接 す る 部 分 の 体 積 が ， 防 護 区 画 の 体 積 の ３  

    倍 以 上 で あ る 場 合 （ 隣 接 す る 部 分 に 存 す る 人 が ， 高 濃 度 の  

    二 酸 化 炭 素 を 吸 入 す る お そ れ の あ る 場 合 を 除 く 。 ）   

   (ｳ) 漏 洩 し た 二 酸 化 炭 素 が 滞 留 し 人 命 に 危 険 を 及 ぼ す お そ れ  

    が な い 場 合 。   

 (20) 全 域 放 出 方 式 の も の に は ， 次 の ア か ら ウ ま で に 定 め る と こ  

  ろ に よ り ， 当 該 設 備 等 の 起 動 ， 停 止 等 の 制 御 を 行 う 制 御 盤 を 設  

  け る こ と 。   

  ア  制 御 盤 は 消 防 庁 長 官 が 定 め る 基 準 に 適 合 す る も の と し ， 努  

   め て 登 録 認 定 機 関 の 認 定 品 と す る こ と 。   

  イ  貯 蔵 容 器 と 同 一 の 場 所 に 設 置 す る よ う 努 め る こ と 。   

  ウ  当 該 消 火 設 備 の 完 成 図 及 び 取 扱 説 明 書 を 備 え る こ と 。   

 (21) 火 災 表 示 盤 は ， 次 の ア か ら ウ ま で に よ る こ と 。   



別記９－19  

  ア  制 御 盤 か ら の 信 号 を 受 信 し ， 次 の （ ア ） か ら （ カ ） ま で に  

   掲 げ る 装 置 を 作 動 さ せ る こ と 。   

   (ｱ) 各 防 護 区 画 ご と の 感 知 器 の 作 動 を 明 示 す る 表 示 灯   

   (ｲ) 放 出 起 動 の 作 動 を 明 示 す る 表 示 灯   

   (ｳ) 消 火 剤 の 放 出 を 明 示 す る 表 示 灯   

   (ｴ) 起 動 回 路 異 常 （ 地 絡 又 は 短 絡 ） を 表 示 す る 表 示 灯   

   (ｵ) 閉 止 弁 の 閉 止 状 態 を 表 示 す る 表 示 灯   

   (ｶ) 起 動 方 式 が 自 動 式 の も の に は ， 自 動 及 び 手 動 を 明 示 す る  

    表 示 灯   

  イ  火 災 表 示 盤 は ， 点 検 に 便 利 で ， か つ ， 火 災 に よ る 影 響 ， 振  

   動 ， 衝 撃 又 は 腐 食 の お そ れ の な い 場 所 に 設 け る ほ か ， 次 の  

   （ ア ） 及 び （ イ ） に よ る こ と 。   

   (ｱ) 防 災 セ ン タ ー 等 に 設 け る こ と 。   

   (ｲ) 防 護 区 画 図 を 備 え る こ と 。   

  ウ  総 合 操 作 盤 が ， 防 災 セ ン タ ー 等 に 設 置 さ れ て い る 防 火 対 象  

   物 は ， 火 災 表 示 盤 を 設 置 し な い こ と が で き る 。   

 (22) 予 備 動 力 源 は ， 別 記 ９ の ４ に よ る こ と 。   

 (23) 操 作 回 路 ， 音 響 警 報 装 置 回 路 及 び 表 示 灯 回 路 の 配 線 は ， 電  

  気 工 作 物 に 係 る 法 令 の 規 定 に よ る ほ か ， 次 の ア 及 び イ に 定 め る  

  と こ ろ に よ る こ と 。   

  ア  ６ ０ ０ ボ ル ト ２ 種 ビ ニ ル 絶 縁 電 線 又 は こ れ と 同 等 以 上 の 耐  

   熱 性 を 有 す る 電 線 を 使 用 す る こ と 。   

  イ  金 属 管 工 事 ， 可 と う 電 線 管 工 事 ， 金 属 ダ ク ト 工 事 又 は ケ ー  

   ブ ル 工 事 （ 不 燃 性 の ダ ク ト に 布 設 す る も の に 限 る 。 ） に よ り  

   設 け る こ と 。 た だ し ， 消 防 庁 長 官 が 定 め る 基 準 に 適 合 す る 電  

   線 を 使 用 す る 場 合 は ， こ の 限 り で な い 。   

 (24) 消 火 剤 放 射 時 の 圧 力 損 失 計 算 は ， 消 防 庁 長 官 が 定 め る 基 準  

  に よ る こ と 。   

 (25) 全 域 放 出 方 式 の 不 活 性 ガ ス 消 火 設 備 （ 窒 素 ， Ｉ Ｇ―５ ５ 又   

  は Ｉ Ｇ―５ ４ １ を 放 射 す る も の に 限 る 。 ） を 設 置 し た 防 護 区 画  
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  に は ， 次 の 式 に よ り 求 め た 開 口 面 積 の 避 圧 口 を 設 置 す る こ と 。  

  ま た ， 避 圧 口 の 排 出 口 を 設 け る 場 所 は ， 常 時 人 が い な い 屋 上 の  

  よ う な 安 全 性 に 配 慮 し た 場 所 と す る こ と 。  

 

Ａ  =  １ ３ ４  ×  Ｑ   Ｐ  −  ΔＰ   

Ａ  ： 避 圧 口 面 積 （ cm２ ）   

Ｑ  ： 噴 射 ヘ ッ ド か ら の 最 大 流 量 （ m３ ／ min）   

Ｐ  ： 許 容 区 画 内 圧 力 （ Pa）   

△Ｐ ： ダ ク ト 等 の 圧 力 損 失 （ Pa）   

 (26) 高 層 建 築 物 ， 大 規 模 建 築 物 等 に 設 置 さ れ る 不 活 性 ガ ス 消 火  

  設 備 に は ， 施 行 規 則 第 １ ２ 条 第 １ 項 第 ８ 号 の 規 定 に よ り 総 合 操  

  作 盤 を 設 け る こ と 。   

 (27) 貯 蔵 容 器 ， 配 管 及 び 予 備 動 力 源 に は ， 地 震 に よ る 震 動 等 に   

  耐 え る た め の 有 効 な 措 置 を 講 じ る こ と 。   

５  移 動 式 の 不 活 性 ガ ス 消 火 設 備 の 設 置 及 び 維 持 に 関 す る 技 術 上 の  

 基 準 の 細 目 は ， ４ （ ３ ） （ 「 局 所 放 出 方 式 」 を 「 移 動 式 」 と 読 み  

 替 え る 。 ） ， （ ５ ） ア ， （ ６ ） イ ， ウ ， キ ， ク 及 び ケ （ 窒 素 ， Ｉ  

 Ｇ―５ ５ 及 び Ｉ Ｇ―５ ４ １ に 係 る 部 分 を 除 く 。 ） ， （ ９ ） （ イ  

 （ イ ） 及 び ウ （ イ ） を 除 く 。 ） 並 び に （ ２ ４ ） の 規 定 の 例 に よ る  

 ほ か ， 次 の と お り と す る 。   

 (1) 移 動 式 の 不 活 性 ガ ス 消 火 設 備 は ， 火 災 の と き 煙 が 充 満 す る お  

  そ れ が な く 容 易 に 接 近 す る こ と が で き ， か つ ， 火 災 等 に よ る 被  

  害 を 受 け る お そ れ が 少 な い 場 所 に 設 け る こ と 。   

 (2) 危 規 則 第 ３ ３ 条 第 １ 項 第 １ 号 に 掲 げ る 製 造 所 及 び 一 般 取 扱 所  

  の タ ン ク で ， 引 火 点 が ２ １ ℃ 未 満 の 危 険 物 を 貯 蔵 し ， 又 は 取 り  

  扱 う も の の う ち ， 当 該 タ ン ク の ポ ン プ 設 備 等 に 接 続 す る 配 管 の  

  内 径 が ２ ０ ０ ｍ ｍ を 超 え る も の に あ っ て は ， 移 動 式 の 不 活 性 ガ  

  ス 消 火 設 備 を 設 け て は な ら な い こ と 。   

 (3) ホ ー ス 接 続 口 は ， す べ て の 防 護 対 象 物 の 各 部 分 か ら １ の ホ ー  

  ス 接 続 口 ま で の 水 平 距 離 が １ ５ ｍ 以 下 と な る よ う 設 け る こ と 。   
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 (4) ノ ズ ル は ， 温 度 ２ ０ ℃ に お い て 一 の ノ ズ ル に つ き 毎 分 ６ ０ kg 

  以 上 の 消 火 剤 を 放 射 で き る も の で あ る こ と 。   

 (5) 貯 蔵 容 器 の 容 器 弁 又 は 放 出 弁 は ， ホ ー ス の 設 置 場 所 に お い て  

  手 動 で 開 閉 で き る も の で あ る こ と 。   

 (6) 貯 蔵 容 器 は ， ホ ー ス を 設 置 す る 場 所 ご と に 設 け る こ と 。   

 (7) 貯 蔵 容 器 の 直 近 の 見 や す い 箇 所 に 赤 色 の 灯 火 及 び 移 動 式 不 活  

  性 ガ ス 消 火 設 備 で あ る 旨 及 び 消 火 剤 の 種 類 を 表 示 し た 標 識 を 設   

  け る こ と 。   

 (8) 赤 色 灯 の 電 源 は ４ （ ２ ３ ） の 規 定 の 例 に よ る こ と 。  

 (9) 道 路 の 用 に 供 さ れ る 部 分 に 設 置 す る 場 合 に あ っ て は ， 屋 上 部  

  分 に 限 り 設 置 で き る こ と 。   

 (10) ホ ー ス ， ノ ズ ル ， ノ ズ ル 開 閉 弁 及 び ホ ー ス リ ー ル は ， 消 防  

  庁 長 官 が 定 め る 基 準 に 適 合 す る も の と し ， 努 め て 登 録 認 定 機 関  

  の 認 定 品 と す る こ と 。   
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別 表 第 １ （ ３ （ １ ） 及 び （ ２ ） 関 係 ）   
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灯油   １．０   １．０   １．０   １．０   

トリエチルアミン   １．０         

トルエン   １．０         

ナフサ   １．０         

二硫化炭素   ３．０         

ビニルエチルエーテル   １．２         

プロパノール   １．０         

２―プロパノール   １．０         

プロピルアミン   １．０         

ヘキサン   １．０         

ヘプタン   １．０         

ベンゼン   １．０         

ペンタン   １．０         

メタノール   １．６         

メチルエチルケトン   １．０         

  

別 表 第 ２ （ ３ （ １ ） 関 係 ）  

 別 表 第 １ に 掲 げ る 危 険 物 以 外 の 危 険 物 及 び 同 表 に お い て 係 数 を 定  

め て い る 危 険 物 以 外 の 危 険 物 に 係 る 係 数 は ， １ に 規 定 す る 装 置 を 用  

い ， ２ に 規 定 す る 試 験 の 実 施 手 順 に 従 っ て 得 ら れ る 数 値 に 基 づ き ，  

３ に 規 定 す る 算 式 に よ り 求 め る も の と す る 。   

１  装 置   

  装 置 は ， 図 １ 又 は 図 ２ に 示 す カ ッ プ 燃 焼 装 置 と す る 。   

２  試 験 の 実 施 手 順   

 (1) 燃 料 貯 蔵 器 の 中 に 危 険 物 を 入 れ る 。   

 (2) 燃 料 貯 蔵 器 の 下 の ス タ ン ド を 調 節 し て ， 危 険 物 の 高 さ が カ ッ  

  プ 最 先 端 か ら １ ｍ ｍ 以 内 に な る よ う に す る 。   

 (3) 危 険 物 の 温 度 を ， ２ ５ ℃ 又 は 引 火 点 よ り ５ ℃ 高 い 温 度 の う ち  

  い ず れ か 高 い 方 の 温 度 に な る よ う に カ ッ プ の ヒ ー タ で 調 節 す  
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  る 。  

 (4) 適 当 な 方 法 で 危 険 物 に 点 火 す る 。   

 (5) 空 気 の 流 量 を ４ ０ℓ /min に 調 節 す る 。   

 (6) 消 火 剤 を 流 し 始 め ， 炎 が 消 え る ま で 少 し ず つ 流 量 を 増 加 し ，  

  炎 が 消 え た 時 点 の 消 火 剤 の 流 量 を 記 録 す る 。   

 (7) １ ０ mℓ 程 度 の 危 険 物 を カ ッ プ の 表 面 か ら ピ ペ ッ ト で 除 く 。  

 (8) （ ４ ） か ら （ ７ ） ま で の 操 作 を ３ 回 以 上 繰 り 返 し ， 結 果 を 平  

  均 す る 。  

 (9) 次 の 式 に よ っ て Ｔ Ｃ を 算 出 す る 。   

 

   

 

   Ｔ Ｃ は ， 消 炎 濃 度 （ 単 位 ％ ）  

   Ｖ ｆ は ， 炎 が 消 え た 時 点 の 消 火 剤 の 流 量 の 平 均 値 （ 単 位  

  ℓ /min）   

 (10) 危 険 物 の 温 度 を ， 沸 点 よ り ５ ℃ 低 い 温 度 又 は ２ ０ ０ ℃ の う  

  ち い ず れ か 低 い 方 の 温 度 に な る よ う に カ ッ プ の ヒ ー タ で 調 節 す  

  る 。   

 (11) （ ２ ） 及 び （ ４ ） か ら （ ９ ） ま で の 操 作 を 繰 り 返 す 。   

 (12) （ ２ ） か ら （ ９ ） ま で の 操 作 結 果 又 は ヌ 及 び ル の 操 作 結 果  

  の う ち 高 い 方 の Ｔ Ｃ の 値 を Ｃ と す る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

T C  =  
4 0＋ V f  

V f  
×1 0 0  
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３  係 数 の 求 め 方   

  係 数 は 次 の 式 に よ り 求 め る 。 た だ し ， 消 火 剤 が 二 酸 化 炭 素 で ，  

 か つ ， ２ に 規 定 す る 試 験 手 順 に よ っ て 算 出 し た 値 Ｃ が ２ ２ ％ 以 下  

 で あ る 場 合 ， 消 火 剤 が 窒 素 で ， か つ ， Ｃ が ３ ３ ． ６ ％ 以 下 で あ る  

 場 合 ， 消 火 剤 が Ｉ Ｇ―５ ５ で ， か つ ， Ｃ が ３ ４ ． ４ ％ 以 下 で あ る   

 場 合 又 は 消 火 剤 が Ｉ Ｇ―５ ４ １ で ， か つ ， Ｃ が ３ ５ ． ３ ％ 以 下 で  

 あ る 場 合 に あ っ て は ， 係 数 は １ ． ０ と す る 。   

 

  Ｋ は ， 係 数 （ 消 火 剤 が 二 酸 化 炭 素 で あ る 場 合 に あ っ て は 小 数 点  

 以 下 第 ２ 位 を 四 捨 五 入 し て 得 た 数 値 を ０ ． ２ 刻 み と し て 切 り 上 げ  

 る も の と し ， 消 火 剤 が 窒 素 ， Ｉ Ｇ ― ５ ５ 又 は Ｉ Ｇ ― ５ ４ １ で あ る  

 場 合 に あ っ て は 小 数 点 以 下 第 ２ 位 を 切 り 上 げ る も の と す る 。 ）   

  Ｃ ｓ は ， ノ ル マ ル ヘ プ タ ン の 係 数 を １ と す る た め の 基 準 濃 度 で  

 あ っ て ， 二 酸 化 炭 素 に あ っ て は ２ ０ ％ ， 窒 素 に あ っ て は ３ ３ ． ６  

 ％ ， Ｉ Ｇ―５ ５ に あ っ て は ３ ４ ． ４ ％ ， Ｉ Ｇ―５ ４ １ に あ っ て は  

 ３ ５ ． ３ ％ と す る 。  

  

図 １  カ ッ プ 燃 焼 装 置   
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 図 ２  カ ッ プ 燃 焼 装 置 （ Ｆ Ｒ Ｉ ガ ラ ス カ ッ プ バ ー ナ ー ）   
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